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ッ 導 后 の 多 型 の 決定 機構 を 日 長 条件 だ け で 説明 する の は むず か し いか も ゃ 知れ な い . 
な お, ナガ サキ アゲ へ ア . memnon と シロ オビ アゲ へ ア . po が fes の 幼虫 を 自然 日 長 , 10 時 間 日 長 下 
で 飼育 し た が , 両 種 と も 日 長 条件 に よる 幼虫 期 , 由 期 の 差 は 認め られ な か っ た 


12. ソ連 邦 コ ー カ サス 地方 の 蝶 木暮 到 (関東 ) ・ 高 橋 真 弓 (東海 ) 
演者 ら は 1979 年 7 月 22 日 か ら 29 日 の 間 , 他 に 通訳 を 含め て 8 名 の メン バー と 共に ソ連 コー カサ 
ス 地 方 で 蝶 ・ 甲 虫 ・ ト ン ポ 類 の 分 布 ・ 生 態 調査 を 行っ た . 甲虫 ・ ト ン ポ 類 等 は それ ら の 関連 学会 に 報告 
され る は ず で , ここ で は 蝶 の 関係 に つい て 調査 結果 を 報告 する . 
1. 行 程 

成田 みつ モ スク ワー ミネ ラル ヌィ エ ・ ヴ ォ ド ゥ イー ビ ヤ チ ゴル スク ー ド ン バ イ (4 泊 , 中 3 日 は トゥ ル 
ィ エ 湖 , ジャ マガ ー ト , セ ヴ ェ ル メ ヌィ イ ・ プ リュ ト の 3 地点 ) つ スタ ヴ ロ ポル つ ー ミネ ラル ヌィ エ ・* ヴォ 
ドゥ イー モス クウ ワー 成田 
2. お も な 採集 地点 の 生態 的 環境 

ピ ヤ チ ゴ ルス ク : ロ シ ャ の 平原 の 乾燥 し た 小 都市 . Pieris が 主 な 採集 品 . 他 に Thecla beturae, Quer- 
qusia quercus. 

ドン バイ : コー カサ ス 山 脈 標高 1600m に ある ホテ ル 和 群 . 周囲 は 針葉樹 林 . 

トゥ ル ィ エ 湖 : アリ ベク 氷河 の 末端 . 標高 2200m に せき と め ら れ た 小さ な 湖 . ここ まで の 途中 は 森 
林 だ が , 2 か 所 大 き な 草 原 が あり , 蝶 の 多 さ は 全 行 程 中 随 一 

ジャ マガ ー ト : ドン バイ より 下流 の チェ ベル ダ か ら 入 っ た 渓谷 沿い の 草原 と 牧草 地 . 途中 に 一 部 分 森 
林 も ある . 標高 1600 m. 
地 . 
3. 採集 し た 蝶 の 属 ・ 種 の 数 ( 科 名 略 ) 

セセリ : 6 属 11 種 アゲ へ ハ : 3 属 4 種 , シロ チョ ウゥ ウ : 8 属 16 種 シジミ : 21 属 28 種 , タテ ハ : 
18 属 24 種 , ジャノメ: 9 属 11 種 . 
4. コー カサ ス 地 方 の 蝶 相 の 特色 

採集 され た の は 65 属 94 種 で 。 その 80% 73 種 が 草原 的 環境 で 得 ら れ た . 本 州 中 部 南ア アン プス で は 
章 原 性 と 森林 性 の 比 は 26% 対 46% で ある . 

日 本 と の 共通 属 は 37 属 38%, 共通 種 は 25 種 27 に すぎ ず , や は り “遠い 国 " で ある 


13. 静岡 県 お よび 山梨 県 に お ける ミヤ マシ ジミ の 生息 環境 清 邦 意 (東海 ) 

静岡 ・ 山 梨 県 の ※ ヤ マシ ジミ は 沖積 地 に お いて は 大 河川 の 河川 敷 あ る い は 堤防 上 に 生息 し て いる が , 
すべ て の 大 河川 に 分 布 し て いる わけ で は た ない. 本 種 の 分 布 する 河川 敷 は 際 が 多く , 中 ・ 低 位 面 に は カッ 
ラ ハ ハ ュ コ , メド ハギ た など, 高位 面 に は スス キ , クズ な ど が 茂り , 食餌 植物 で ある コマ ツナ ギ は 高位 面 の 
中 で も 10~30 cm くら い の 春 が 多く 堆積 し て いる 部 分 に 大 き な 和 群落 が で き て いる . コマ ツナ ギ は 多年 
生 小 低木 な の で , し ば し ば 増水 に よっ て 破壊 され る 所 で は 大 き な 和 群落 を つく る に 至ら ず , か と いっ て あ 
まり 長期 間 破壊 きれ る こと の な い 所 で は や が て は スス キ , クズ に お お われ て し まう ら . そこ で 「 比 較 的 長 
期間 安定 し , 乾燥 その 他 の 理由 で 植物 群落 の 遷移 の 進行 が 妨げ られ る 所 」 す な わ ち 河川 敷 で は 「 高 位 面 
の 訂 の 多い 所 」 が 和 群落 の 発達 する 条件 と いえ る . この よう な 確 の 堆積 し て いる 河川 敷 が つく られ る た め 
に は , 河川 に それ だ け の 運搬 力 が 必要 で あり , ミヤ マン ジミ は 河川 の 勾配 が 0.2% 以上 ある 所 に 分 布 し 
て いる . 堤防 上 の 生息 地 も 人 為 的 に こと の よう な 条件 の 満た され て いる 所 で ある . 





14. 静岡 県 お よび その 周辺 に お ける 照葉樹 林 の ミド リ シ ジ ミ 類 諏 訪 哲 夫 (東海 ) 
静岡 県 お よび その 周辺 に お ける 照葉樹 林 は 海 岩 線 の 標高 0m か ら 内 陸 の 標高 約 900 m の 男 囲 に 分 布 
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し て いる が か, 富士 山 燈 流 上 に は 稀 で あり , 他 の 地域 で も スギ , ヒノ キ の 人 工 造 林地 と な っ て いる と ころ 
が 多く , 急 央 で 植林 が 困難 な と ころ な ど に 残さ れ て いる . 照葉樹 林 に すむ ミド リ シ ジ ミ 類 は 主として キ 
リン マミ ドリ ンジ ミ , ヒサ マツ ミド リン シジミ の 2 種 で ある が , これ ら の 主 な 食 樹 と な る アカ ガン , ウラ 
ジロ ガン の 分 布 は 照葉樹 林 帯 の 上 部 で , 標高 約 200<900m が その 範囲 で ある . 

キリ シマ ミド リ シ ジ ミ が いま まで に 記録 され た 地域 は , 天竜 川 支 流 気 田川 , 大 井川 , 安倍 川 , 富士 川 
支流 な と の 各 流 域 や 愛 鷹山 , 箱根 外輪 山 , 丹沢 お よび 天城 山 な ど で あ る . 垂直 分 布 は , 500<1000m 
で 照葉樹 林 の アカ ガン 帯 の 上 部 に 記録 が 多い . 記録 され た 食 樹 は アカ ガン シン, ウラ ジロ ガ シ , アラ カシ , 
ツク バネ ガン シン , ミズ ナラ な ど で , アカ ガン シン か ら の 記録 が 最も 多く , アカ ガン シ の 少な い 地 域 で は ウラ ジョ 
ガン か ら の 記録 が 多く な り , 次 いで アラ カシ と な っ て いて , 比較 的 食性 は 広い . 

ヒサ マツ ミド リシン ジミ は , 天竜 川 , 気 田川 , 大 井川 , 安倍 川 , 興津 川 , 富士 川 支流 な どの 各 流 域 か ら 
記録 され , 県 中 西部 で は 比較 的 分 布 は 広い . し か し 天子 山系 , 愛 鷹山 , 箱根 山 , 伊豆 半島 な ど , 富士 川 
以 東 か ら は いま の と ころ 記録 が な い . 垂直 分 布 は 標高 300 こ 800m で キリ シマ ミド リン シジミ より 低 標高 
まで 分 布 し て いる . 食 樹 は ウラ ジロ ガン シン, アカ ガン シ , アラ カシ , イチ イガ シ , ツブ ライ ジイ , コナ ラ な 
どか ら 記 録 が ある が , ウラ ジロ ガ シ か ら の 記録 が 圧倒 的 に 多く , ウラ ジロ ガ シ と の 結び つき が 顕著 で あ 
る . 成虫 は 静岡 県 内 に お いて 発生 地 か ら は な れ た 標高 1200~1600m の 落葉 広葉 樹林 帯 で すべ て 採集 さ 
れ て いる . 


15. 筑波 山 お よび 筑波 研究 学園 都市 に お ける 蝶 類 の 群集 構造 に 関す る 研究 
北 原 正 有 送 (関東) 

種 問 の 相互 作用 , 生活 史 戦 略 な どの 問題 は , 進化 生態 学 の 中 心 課題 で ある が , 各 環 境 間 の 生物 の 群集 
構造 の 異質 性 は , これ ら の 事柄 と 深く 関連 を 持っ て いる と 考え られ る . 

演者 は 比較 的 生活 史 の ょ よく 調査 され て いる 蝶 類 を 材料 と し て , 様々 な 環境 下 の 蝶 類 群集 を 定量 的 に 把 
握 す る こと に より, 群集 の 内 部 構造 の 違い を 上 記 の 観点 か ら 考察 し た . 

調査 は , 筑波 山中 腹 , 筑波 山 航 , 筑波 研究 学園 都市 の 各地 域 に それ ぞ れ 1 ルー ト を 設定 し , さら に 各 
ルー ト を 環境 の 特性 に よっ て 全 9 地 区 に 分 割 し し ライ ン ・ ト ラン セク ト ・ モ センサス 法 を 用 いて 行っ た . 
期間 は 1980 年 3 月 ~11 月 で , 1 ルー ト に つき 月 2 回 , 晴天 の 日 の 10 時 <16 時 の 間 に 行い , ルー ト 
の 両側 約 35m 以内 に 出現 し た 全て の 蝶 類 (成虫 ) の 種類 と 個体 数 を 記録 し た . 

群集 構成 種 の 生活 史 戦 略 と 群集 構造 と の 関連 に お いて は , 群集 構成 種 中 の r 戦略 種 と k 戦 略 種 の 種 数 
お よび それ ら の 割合 に 地区 間 に 違 い が 説 め られ た . この こと は 各地 区 の 環境 の 安定 性 , 予測 性 , 複雑 性 
な どの 違い に 原因 し て いる と 考え られ た . すなわち 上 戦略 種 の 種 数 は 環境 の 安定 お よび 予測 性 , 複雑 性 
の 程度 に 影響 され , k 戦略 種 の 種 数 の 多い 地区 は , 主観 的 人 為 度 が 小さ く (安定 か つ 予 測 性 高い ), 複雑 
性 に 富ん だ 環境 を 有 し て いた . 一 方 , r 戦略 種 の 種 数 は , 各地 区 間 で 大 き な 違 い は な く , 環境 の 複雑 性 
の 程度 に は あま り 有 影響 され な いと 考え られ , 不安 定か つ 予 測 性 の 低い 環境 (人 為 度 の 高い 場所 ) が ある 
程度 存在 し さえ すれ ば , 種 数 は 飽和 に 達する と 考え られ た . し か し r 戦略 種 の 100m あたり の 総 個体 
数 は 各地 区 間 で 大 きく 異な り , 個体 数 は 環境 の 不安 定 お よび 非 予 測 性 の 程度 , 適応 環境 の 存在 面積 に よ 
っ て 影響 され る こと が 示唆 され た . 

以上 の 結果 の 大 部 分 は , MAcARTHuR && WrrsoN (1967) の 提唱 し た r・k 選択 の 理論 に よく 適合 す 
る も の で あり , r・k 選択 の 理論 は 群集 構造 解析 の 方 法 と し て も 価値 ある も の と 考え られ る . 











16. 最近 発見 され た 暖 の 幼虫 に つい て 中 臣 謙太 郎 (近畿) 
1981 年 か ら 82 年 に か け て , 筆者 が 飼育 し た 幼虫 の 写真 を 紹介 する . 種 名 が 確認 され て いな い 未 解決 
の も の も , 敢えて 公表 し た . 会 員 諸氏 の 関心 を 高め , 協力 を 仰ぎ た いと 願う か ら で あ る 、 

1) キテ ン テ エグ リ シ ャ チ ホ ュ (1, 2 令 , 終 令 幼 虫 

倉田 稔 氏 が , 採卵 し て カバ 類 で 飼育 し て 以来 。 野外 で は 発見 され て いな い . 成虫 の 生息 地 か ら ダ ケ カ 
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